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(57)【要約】
　本発明は、無線ＬＡＮでＨＴステーションと８０２．
１１レガシーステーションとが共存する無線ＬＡＮで衝
突を防止する媒体接近方法に係り、ＨＴステーションが
ＨＴフォーマットのデータフレームを伝送する時、これ
を受信するレガシーステーションとＨＴステーションと
が媒体接近のための待ち時間を同一にリセットするよう
にするリセットフレームを、あらゆるステーションが解
釈できるフォーマットで伝送することによって、ＨＴス
テーションとレガシーステーションとが共存する無線Ｌ
ＡＮ環境で、レガシーステーションは、追加的な変更な
しでも他のＨＴステーションと同じ条件で媒体接近のた
めの競争に参加できるようになる。



(2) JP 2009-516466 A 2009.4.16

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＨＴステーションとレガシーステーションとが共存する無線ＬＡＮにＨＴフォーマット
のデータフレームを伝送する方法において、
　（ａ）ＨＴステーション及びレガシーステーションがいずれも解釈できるフォーマット
の物理階層（ＰＨＹ）ヘッダに受信確認フレーム（ＡＣＫ）の伝送が完了するまで媒体の
使用不可という情報を挿入してＨＴフォーマットのデータフレームを生成するステップと
、
　（ｂ）前記ＨＴフォーマットのデータフレームを伝送するステップと、
　（ｃ）前記伝送されたＨＴフォーマットのデータフレームを受信したステーションが媒
体接近のための待ち時間を同一に再設定させるリセットフレームを、ＨＴステーション及
びレガシーステーションがいずれも解釈できるフォーマットで伝送するステップと、を含
むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記受信確認フレームは、前記データフレームに対する応答として受信されることを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記（ｃ）ステップは、
　前記受信確認フレームを受信した後、ＤＩＦＳが経過する前に前記リセットフレームを
伝送することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記受信確認フレームは、複数のＨＴフレームに対するＢｌｏｃｋ　ＡＣＫフレームで
あり、前記ＨＴフレームは、前記ＨＴフォーマットのデータフレームのうち、最初のフレ
ームであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＨＴフォーマットのデータフレームは、複数のフラグメントフレームのうち、最初
のフレームであり、前記受信確認フレームは、前記フラグメントフレームのうち、最後の
フレームに対する受信確認フレームであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記（ｂ）ステップは、前記受信確認フレームが受信された後、ＳＩＦＳが経過すれば
、前記リセットフレームを伝送することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記リセットフレームは、ＣＦ－ｅｎｄフレームまたはＱＯＳ　Ｎｕｌｌフレームであ
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記無線ＬＡＮは、インフラストラクチャーＢＳＳまたはＩＢＳＳであることを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記レガシーステーションは、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｂ
、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｇのうち、少なくとも一つの規格によるステーションであるこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＨＴステーションは、ＭＩＭＯステーションであることを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項１１】
　ＨＴステーション及びレガシーステーションがいずれも解釈できるフォーマットの物理
階層（ＰＨＹ）ヘッダに受信確認フレーム（ＡＣＫ）の伝送が完了するまで媒体の使用不
可という情報を挿入してＨＴフォーマットのデータフレームを生成するステップと、
　前記ＨＴフォーマットのデータフレームを伝送するステップと、
　前記伝送されたＨＴフォーマットのデータフレームを受信したステーションが媒体接近
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のための待ち時間を同一に再設定させるリセットフレームを、ＨＴステーション及びレガ
シーステーションがいずれも解釈できるフォーマットで伝送するステップと、を含むこと
を特徴とする方法をコンピュータで実行させるためのプログラムを記録したコンピュータ
で読み取り可能な記録媒体。
【請求項１２】
　前記受信確認フレームは、前記データフレームに対する応答として受信されることを特
徴とする請求項１１に記載の記録媒体。
【請求項１３】
　ＨＴステーションとレガシーステーションとが共存する無線ＬＡＮにＨＴフォーマット
のデータフレームを伝送する装置において、
　ＨＴステーション及びレガシーステーションがいずれも解釈できるフォーマットの物理
階層（ＰＨＹ）ヘッダに、受信確認フレーム（ＡＣＫ）の伝送が完了するまで媒体の使用
不可という情報を挿入して、ＨＴフォーマットのデータフレームを生成するデータフレー
ム生成部と、
　前記ＨＴフォーマットのデータフレームを受信したステーションが媒体接近のための待
ち時間を同一に再設定させる、ＨＴステーション及びレガシーステーションがいずれも解
釈できるフォーマットのリセットフレームを生成するリセットフレーム生成部と、
　前記ＨＴフォーマットのデータフレーム及び前記リセットフレームを伝送する伝送部と
、を備えることを特徴とする装置。
【請求項１４】
　前記受信確認フレームは、前記データフレームに対する応答として受信されることを特
徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記伝送部は、前記受信確認フレームが受信された後、ＤＩＦＳが経過する前に前記リ
セットフレームを伝送することを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　前記受信確認フレームは、複数のフレームに対するＢｌｏｃｋ　ＡＣＫフレームであり
、前記ＨＴフォーマットのデータフレームは、前記フレームのうち、最初のフレームであ
ることを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ＨＴフォーマットのデータフレームは、複数のフラグメントフレームのうち、最初
のフレームであり、前記受信確認フレームは、前記フラグメントフレームのうち、最後の
フレームに対する受信確認フレームであることを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１８】
　前記伝送部は、前記受信確認フレームが受信完了した後、ＳＩＦＳが経過すれば、前記
リセットフレームを伝送することを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１９】
　前記リセットフレームは、ＣＦ－ｅｎｄフレームまたはＱＯＳ　Ｎｕｌｌフレームであ
ることを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項２０】
　前記無線ＬＡＮは、インフラストラクチャーＢＳＳまたはＩＢＳＳであることを特徴と
する請求項１３に記載の装置。
【請求項２１】
　前記レガシーステーションは、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｂ
、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｇのうち、少なくとも一つの規格によるステーションであるこ
とを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項２２】
　前記ＨＴステーションは、ＭＩＭＯステーションであることを特徴とする請求項１３に
記載の装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線ＬＡＮ（ワイヤレス　ローカル　エリア　ネットワーク）に係り、さらに
詳細には、ＨＴ（Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）ステーションと８０２．１１レガシ
ーステーションとが共存する無線ＬＡＮで衝突を防止するための方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線ＬＡＮ環境では、ＣＳＭＡ／ＣＡ（Ｃａｒｒｉｅｒ　センシング　Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ　Ａｖｏｉｄａｎｃｅ）方式のＭＡＣ
（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）を使用する。ＣＳＭＡ／ＣＡとは、ネ
ットワークのケーブルに、データの伝送がない場合でも衝突を対応して確認のための信号
を伝送し、このような確認信号が衝突なしに伝送されたことを確認すれば、次いでデータ
を送る方式である。
【０００３】
　このようなＣＳＭＡ／ＣＡの原理を簡単に説明すれば、ステーションは他のステーショ
ンがデータ送信中であるかどうかを搬送波感知して、他のステーションが送信中であると
分かれば待機する。送信開始までの時間としてランダムな時間が割り当てられ、再搬送波
感知をして他の搬送波がないことを確認した後、データ送信を開始する。
【０００４】
　ＣＳＭＡ／ＣＡ方式は、キャリアセンシングのために物理的キャリアセンシング方法と
仮想キャリアセンシング方法とを同時に使用するが、物理的キャリアセンシングは、ＰＨ
Ｙで特定値以上の受信電力感知如何を把握して、ＭＡＣに媒体が＜Ｂｕｓｙ＞または＜Ｉ
ｄｌｅ＞と知らせてキャリアをセンシングする技法であり、仮想キャリアセンシングは、
受信されたＰＰＤＵから正確にＭＰＤＵを抽出できる場合、このＭＰＤＵのヘッダフィー
ルドのうち、一つである＜Ｄｕｒａｔｉｏｎ／ＩＤ＞フィールドを解釈して、媒体使用予
定時間中に仮想で媒体が＜Ｂｕｓｙ＞であると見なす技法である。ステーションは、これ
ら２種のキャリアセンシング技法を利用して媒体の＜Ｂｕｓｙ＞如何を把握し、＜Ｂｕｓ
ｙ＞期間中には媒体にアクセスしない。
【０００５】
　図１Ａに示したように、一般的な８０２．１１無線ＬＡＮから伝送されるデータフレー
ムのＭＡＣヘッダには、データフレームが伝送された後、それに対する受信確認フレーム
であるＡＣＫフレームが受信されるまでの時間である＜ｄｕｒａｔｉｏｎ＞情報（ＤＵＲ
ＡＴＩＯＮ）が含まれ、かかるデータフレームを受信したステーションはＭＡＣヘッダを
解釈して、＜ｄｕｒａｔｉｏｎ＞時間中には媒体接近を試みなくなって衝突が起きない。
無線媒体の特性上、たとえ伝送されたデータフレームが特定ステーションに送られるとし
ても無線ＬＡＮ内のあらゆるステーションは一応そのデータフレームを受信するためであ
る。図１Ｂには、８０２．１１ａで使われるデータフレームの構造を示したが、図１Ｂに
示したように、ＳＩＧＮＡＬ　ＦｉｅｌｄにはＲＡＴＥとＬＥＮＧＴＨ情報が含まれてい
るので、これを解釈すれば、Ｄｕｒａｔｉｏｎ情報が予測できて、ＣＣＡ（Ｃｌｅａｒ　
Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ）メカニズムが可能になる。
【０００６】
　このように、仮想キャリアセンシングは、ＭＰＤＵ／ＰＳＤＵ（ＭＡＣ　Ｐｒｏｔｏｃ
ｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ／ＰＨＹ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）がエラーな
しに正常に解釈されて始めて効果的なＣＳＭＡ／ＣＡ適用が可能である。すなわち、ＭＡ
Ｃヘッダ値を正常に読み込んで始めて仮想キャリアセンシングが可能になる。
【０００７】
　しかし、高速伝送データ率などを使用して伝送した時、チャンネル状態が不安でエラー
が発生するか、または受信側ステーションで該当データ速度を処理できない場合には受信
されたＭＰＤＵ／ＰＳＤＵを解釈できないので、仮想キャリアセンシングが不可能になっ
てＣＳＭＡ／ＣＡ方式が非効率的に動作して衝突が発生する可能性が高くなる。ここでＨ
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Ｔステーションは、ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ　Ｏｕｔｐｕｔ）ス
テーションのように既存のレガシーステーション、すなわち、８０２．１１ａ／ｂ／ｇ規
格によるステーションより向上したデータ伝送能力を持つ端末をいう。
【０００８】
　現在標準化が進行中の８０２．１１ｎでは、このような問題を解決するために、図３に
示したように無線ＬＡＮにＨＴステーションとレガシーステーションとが共存する場合、
レガシーステーションを理解できるようにデータフレームの物理階層（ＰＨＹ）ヘッダを
レガシーフォーマット（Ｌ－Ｐｒｅａｍｂｌｅ、Ｌ－ＳＩＧ）として使用し、既存のＭＡ
Ｃヘッダに含まれた＜ｄｕｒａｔｉｏｎ＞情報をＰＨＹヘッダに含め、この＜ｄｕｒａｔ
ｉｏｎ＞情報が（に）Ｌ＿ＳＩＧ以後からＡＣＫフレームを受信完了するまでの時間を表
すようにする方法が提案された。以下では、このような＜ｄｕｒａｔｉｏｎ＞時間をＥＰ
Ｐ（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ＰＨＹ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ）と称する。
【０００９】
　図３は、このようなＥＰＰを使用する場合、ステーションの媒体接近制御を説明するた
めの図である。図示したように、ＥＰＰを使用すれば、ステーション間の衝突を防止でき
るが、媒体制御時に不公平が発生する。
【００１０】
　以下で、これを詳細に説明すれば、レガシーステーションはＰＨＹヘッダを解釈できる
としても、その以後、すなわち、ＨＴフォーマットに該当する部分は解釈できないために
エラーが発生し、ＰＨＹ（Ｂａｓｅｂａｎｄ）レイヤーは、ＭＡＣレイヤーにエラーが発
生したことを知らせる。エラーが発生したことを知らせる時点は、ＥＰＰが終わる時点で
あるが、この時からＭＡＣは、ＥＩＦＳ
ｔｉｍｅ（ＳＩＦＳ＋ＡＣＫｔｉｍｅ＋ＤＩＦＳ）に該当する時間を待機する一方、他の
ＨＴステーションはＤＩＦＳほどのみ待機した後に競争に参加する。
【００１１】
　すなわち、レガシーステーションがＨＴフォーマットのフレームを解釈できなくてエラ
ーが発生した場合、レガシーステーションのＭＡＣでは、ＨＴステーションと異なってＤ
ＩＦＳ（ＤＣＦ　ＩｎｔｅｒＦｒａｍｅ　Ｓｐａｃｅ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａの場合
に３４ｕｓ）ではないＥＩＦＳ（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ＩｎｔｅｒＦｒａｍｅ
Ｓｐａｃｅ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａの場合に９４ｕｓ）の時間ほど休んでバックオフ
に参加するために、ＨＴフォーマットのデータフレームを受信したレガシーステーション
は媒体制御のための競争に公平に参加できなくなる。参考までに、最初のＨＴデータ受信
を終えた後、レガシーステーションのＣＣＡｓｔａｔｅは＜ｉｄｌｅ＞になるが、受信期
間、すなわち、ＥＰＰが終わっていないため、レガシーステーションはタイマーが満了す
るまでＭＡＣにエラーの発生を知らせない。これは、ＡＣＫフレームが、レガシーステー
ションが解釈できるレガシーフォーマットである場合でも同じである。
【００１２】
　結論的に、レガシーステーションはＥＰＰが終わる時点、すなわち、ＡＣＫフレームの
受信が完了した時点でＥＩＦＳを始めるが、ＨＴステーションは同じ時点でＤＩＦＳを始
めるので、媒体接近のための競争時に、レガシーステーションは他のＨＴステーションに
比べて相対的に不利になるという問題が発生する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、ＨＴステーションとレガシーステーションとが共存する無線ＬＡＮでステー
ション間の媒体接近に対する公正性を保証する方法及び装置を提供するところにその目的
がある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　このような目的を達成するための本発明は、ＨＴステーションとレガシーステーション
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とが共存する無線ＬＡＮにＨＴフォーマットのデータフレームを伝送する方法において、
（ａ）ＨＴステーション及びレガシーステーションがいずれも解釈できるフォーマットの
物理階層（ＰＨＹ）ヘッダに受信確認フレーム（ＡＣＫ）の伝送が完了するまで媒体の使
用不可という情報を挿入してＨＴフォーマットのデータフレームを生成するステップと、
（ｂ）前記ＨＴフォーマットのデータフレームを伝送するステップと、（ｃ）前記伝送さ
れたＨＴフォーマットのデータフレームを受信したステーションが媒体接近のための待ち
時間を同一に再設定させるリセットフレームを、ＨＴステーション及びレガシーステーシ
ョンがいずれも解釈できるフォーマットで伝送するステップと、を含むことを特徴とする
。
【００１５】
　このとき、前記（ｃ）ステップは、前記ＨＴフォーマットのデータフレームに対する受
信確認フレームを受信した後、ＤＩＦＳが経過する前に前記リセットフレームを伝送する
ことが望ましい。
【００１６】
　また、前記受信確認フレームは、複数のＨＴフレームに対するＢｌｏｃｋ　ＡＣＫフレ
ームであり、前記ＨＴフレームは、前記ＨＴフォーマットのデータフレームのうち、最初
のフレームとなる。一方、前記リセットフレームとしては、ＣＦ－ｅｎｄフレームまたは
ＱＯＳ　Ｎｕｌｌフレームを使用できる。
【００１７】
　ＨＴステーションとレガシーステーションとが共存する無線ＬＡＮにＨＴフォーマット
のデータフレームを伝送する方法を、コンピュータで実行させるためのプログラムを記録
したコンピュータで読み取り可能な記録媒体を提供する。
【００１８】
　また、本発明は、データ伝送能力の相異なるＨＴステーションとレガシーステーション
とが共存する無線ＬＡＮにＨＴフォーマットのデータフレームを伝送する装置において、
ＨＴステーション及びレガシーステーションがいずれも解釈できるフォーマットの物理階
層（ＰＨＹ）ヘッダに、受信確認フレーム（ＡＣＫ）の伝送が完了するまで媒体の使用不
可という情報を挿入して、ＨＴフォーマットのデータフレームを生成するデータフレーム
生成部と、前記ＨＴフォーマットのデータフレームを受信したステーションが媒体接近の
ための待ち時間を同一に再設定させる、ＨＴステーション及びレガシーステーションがい
ずれも解釈できるフォーマットのリセットフレームを生成するリセットフレーム生成部と
、前記ＨＴフォーマットのデータフレーム及び前記リセットフレームを伝送する伝送部と
を備える。
【００１９】
　この時、前記ＨＴフォーマットのデータフレームが複数のフラグメントフレームのうち
、最初のフレームである場合、前記受信確認フレームは、前記フラグメントフレームのう
ち、最後のフレームに対する受信確認フレームである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、添付した図面を参照して本発明の望ましい実施形態を詳細に説明する。
【００２１】
　図４は、本発明の一実施形態によって無線ＬＡＮでステーション間の媒体接近に対する
公正性を保証する方法を説明するための図である。ここでの無線ＬＡＮは、インフラスト
ラクチャーＢＳＳ（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ）及びＩＢＳＳ（インディペン
デント　ベーシック　サービス　セット）を含む概念であり、以下でも同一である。
【００２２】
　図４に示したように、本発明によるＨＴステーションはＨＴフォーマットのデータフレ
ームを伝送し、それに対するＡＣＫフレームを受信した後、ＳＩＦＳが経過すれば無線Ｌ
ＡＮに小さなサイズのリセットフレームを伝送する。ここでのリセットフレームは、あら
ゆるステーションのタイマーを同一にリセットする機能を持つフレームであり、ここでリ
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セットフレームは特定のフォーマットに限定せず、ＭＡＣタイマーをリセットする機能を
持つフレームであるＣＦ－ｅｎｄ、またはペイロードなしにヘッダのみを持つフレームで
あるＱＯＳ－ｎｕｌｌなどが、ここでのリセットフレームとして使われうる。一方、図４
では、リセットフレームを受信したステーションが直ちにバックオフを始めると仮定した
が、具現例によって同一に所定の時間を待機した後、バックオフを始めてもよい。また、
図４では、ＨＴステーションがＡＣＫフレームを受信した後、ＳＩＦＳが経過した後でリ
セットフレームを伝送するようにしたが、その時間を異ならせて本発明を具現してもよい
。
【００２３】
　前記動作をさらに詳細に説明すれば、ＡＣＫフレームを受信したＨＴステーションは、
ＡＣＫフレームの受信が完了した後にＤＩＦＳをカウントし始め、ＡＣＫフレームを受信
したレガシーステーションはＥＰＰが満了したので、図３のようにＥＩＦＳをカウントし
始める。しかし、このような状況をあらかじめ予測した発信ステーションは、ＡＣＫフレ
ームの受信が完了した後にＳＩＦＳが過ぎればあらゆるステーションが公平に媒体使用の
ためのバックオフを始めるように、ステーションのタイマーを同一にリセットするリセッ
トフレームを伝送する。ＤＩＦＳをカウントしたＨＴステーションとＥＩＦＳをカウント
したレガシーステーションとは、リセットフレームを受信すれば、媒体接近のための待ち
時間タイマーをリセットして同時に媒体使用のための競争に参加する。ただし、ＨＴステ
ーションは、ＡＣＫを受信した後にＤＩＦＳが過ぎればバックオフを始めるので、リセッ
トフレームは、ＡＣＫが伝送された後にＤＩＦＳが経過する前に伝送することが望ましい
。
【００２４】
　図５は、本発明によるＨＴステーションの動作を順次に示すフローチャートである。Ｈ
Ｔフォーマットのデータフレームを伝送する発信ステーションは、データフレームに対す
るＡＣＫフレームが受信完了するまでの時間をあらかじめ分かるので、発信ステーション
はその時間、すなわち、ＥＰＰを表す情報をレガシーフォーマットのＰＨＹヘッダに挿入
してＨＴフォーマットのデータフレームを生成する（５１０）。次いで、発信ステーショ
ンはデータフレームを伝送した後、無線ＬＡＮ内のＨＴステーションとレガシーステーシ
ョンとが同一に待ち時間タイマーをリセットするようにするリセットフレームを生成する
（５２０）。データフレームを無線ＬＡＮを通じて伝送した後（５３０）、データフレー
ムに対するＡＣＫフレームが受信されれば（５４０）、所定時間が経過した後にステップ
５２０で生成したリセットフレームを伝送する（５５０）。ここで、リセットフレームと
してＣＦ－ｅｎｄまたはＱｏＳ－ｎｕｌｌのようなフレームを使用できるということは前
述した通りである。一方、リセットフレームを生成する過程であるステップ６２０は、他
のステップと順序が入れ替わって具現されてもよい。
【００２５】
　図６は、本発明によるＨＴステーションの構造図である。図６に示したように、本発明
によるＨＴステーションは、データフレーム生成部６２０、伝送部６３０及びリセットフ
レーム生成部６４０を備える。
【００２６】
　データフレーム生成部６２０は、ＨＴステーション及びレガシーステーションがいずれ
も解釈できるフォーマットの物理階層（ＰＨＹ）ヘッダに、ＡＣＫフレームの伝送が完了
するまで媒体の使用不可というＥＰＰ情報を挿入してＨＴフォーマットのデータフレーム
を生成し、リセットフレーム生成部６４０は、ＨＴフォーマットのデータフレームを受信
したステーションが媒体接近のための待ち時間を同一に再設定させるためのものであり、
ＨＴステーション及びレガシーステーションがいずれも解釈できるフォーマットを持つリ
セットフレームを生成する。
【００２７】
　伝送部６３０は、データフレーム生成部６２０で生成したデータフレーム、及びリセッ
トフレーム生成部６４０で生成したリセットフレームを、無線ＬＡＮ
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６１０を通じてステーションに伝送するが、前述したようにデータフレームを伝送した後
にそれに対するＡＣＫフレームを受信し、ＳＩＦＳが経過すればリセットフレームを伝送
することが望ましい。
【００２８】
　一方、以上では一つのデータフレームに対してＡＣＫフレームを受信するシーケンスを
仮定したが、一つのシーケンス内で複数のフレームが伝送される場合にも本発明は適用で
きる。以下では、図９及び図１０を参照してこのような場合について説明する。
【００２９】
　図７は、Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを使用するシーケンスでステーション間の媒体接近に対す
る公正性を保証する方法を説明するための図である。一つのデータフレームを送った後、
それに対するＡＣＫフレームを受信するのが一般的であるが、図７に示したように、発信
ステーションが複数のフレームを伝送した後、伝送されたフレームが成功的に受信された
かどうかについての情報を要請すれば、受信ステーションは複数のフレームに対する受信
成功を一気に知らせるＢｌｏｃｋ　ＡＣＫフレームを伝送してもよい。このような場合、
最初のフレーム内のレガシーフォーマットのＰＨＹヘッダにＥＰＰが含まれ、ＥＰＰは、
Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫ要請フレームの伝送が完了する時刻に満了するように設定される。ま
た、図７に示したように、発信ステーションはＢｌｏｃｋ　ＡＣＫフレームを受信し、Ｓ
ＩＦＳが経過した後にリセットフレームを伝送する。
【００３０】
　図８は、フラグメントフレームを伝送するシーケンスで、ステーション間の媒体接近に
対する公正性を保証する方法を説明するための図である。
【００３１】
　本実施形態では、発信ステーションが一つのフレームを３つのフラグメントフレームに
分けて伝送するが、図７とは異なって、受信ステーションは各フラグメントフレームごと
にそれに対するＡＣＫフレームを伝送する。本実施形態では、０番フラグメントフレーム
内のレガシーフォーマットのＰＨＹヘッダにＥＰＰ情報が含まれ、この時のＥＰＰは、シ
ーケンス内の最後のフレームの２番ＡＣＫフレームの伝送が完了する時刻に満了する。ま
た、図８に示したように、本実施形態では、発信ステーションが２番ＡＣＫフレームを受
信した後、ＳＩＦＳが経過すればリセットフレームを伝送する。
【００３２】
　一方、前述した本発明の実施形態はコンピュータで実行されるプログラムで作成でき、
コンピュータで読み取り可能な記録媒体を利用して前記プログラムを動作させる汎用ディ
ジタルコンピュータで具現できる。
【００３３】
　前記コンピュータで読み取り可能な記録媒体は、マグネチック記録媒体（例えば、ＲＯ
Ｍ、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスクなど）、光学的判読媒体（例えば
、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤなど）及びキャリアウェーブ（例えば、インターネットを通じた
伝送）のような記録媒体を含む。
【００３４】
　本発明によれば、ＨＴステーションとレガシーステーションとが共存する無線ＬＡＮ環
境で、ＨＴステーションがＨＴフォーマットのデータフレームを伝送する場合、これを受
信するレガシーステーションは、追加的な変更なしでも他のＨＴステーションと同じ条件
で媒体使用のための競争に参加できる。
【００３５】
　これまで本発明についてその望ましい実施形態を中心に説明した。当業者ならば、本発
明が本発明の本質的な特性から逸脱しない範囲で変形された形態で具現できるということ
を理解できるであろう。したがって、開示された実施形態は限定的な観点ではなく説明的
な観点で考慮されねばならない。本発明の範囲は前述した説明ではなく特許請求の範囲に
現れており、それと同等な範囲内にあるあらゆる差異点は本発明に含まれていると解釈さ
れねばならない。
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【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１Ａ】無線ＬＡＮで衝突を防止するためのフレームの構造を示す図である。
【図１Ｂ】無線ＬＡＮで衝突を防止するためのフレームの構造を示す図である。
【図２】ＨＴステーションとレガシーステーションとが共存する無線ＬＡＮで衝突を防止
するためのフレームの構造を示す図である。
【図３】図２に示したフレームを使用する場合、ステーションの媒体接近制御方法を説明
するための図である。
【図４】本発明の一実施形態によるステーションの媒体接近方法を説明するための図であ
る。
【図５】本発明によるＨＴステーションの動作を順次に示すフローチャートである。
【図６】本発明によるＨＴステーションの構造図である。
【図７】Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを使用するシーケンスでステーションの媒体接近方法を説明
するための図である。
【図８】フラグメントフレームを伝送するシーケンスでステーション間の媒体接近方法を
説明するための図である。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図４】 【図５】

【図６】
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